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メ ダカ卵巣壁と卵管の 徴構造と神経支配 を， 電子顕 微鏡と組織化学的方法 に よ り検索 した． メ ダカ
の卵巣は卵巣壁 をも つ 葉状の 器官で ， 種々 の 発達段階の 多く の 卵胞 を含ん で い る ． 卵巣壁は ， 上皮細胞層，
平滑筋層， メ ラ ニ ン細胞層か ら構成さ れ てい る ． 筋層中に は， 無髄神経線推の 微細な神経網と卵巣壁間質
細胞が存在す る． 卵胞膜細胞 の 突起が， 卵巣壁間質細胞 と密接 して い る． 組織化学的検索 に よ れ ば， 微細
な神経網 はアセ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性陽性の癌状腰大線推か ら な る． 電顕像に よ れ ば， 癌状腰大は
軸索の腫大部 と して観察さ れ る． 軸索腰大部は ， 多 くの 無顆粒性小胞 と大顆粒性小胞 を含み ， 部 分的に
Schw a n n細胞の 鞠 を欠い て い る ． 軸 索腫大部は以 下の 2型 に 分類 され る ニType－ Dく遠距離 シ ナ プ フり， こ
れ は微細な神経束の走行中に 位置 し， 平滑筋細胞の 組織腔 に 露出 して い るニ Type－Cく密接 シ ナ プ スl， こ れ
は平滑筋細胞の陥凹部 に 密接 し て い る． Ty pe－ D とTy pe． Cの 比 は 11 ニ9 で あ る． 無顆粒性小胞と顆粒性小
胞の数比 は 6 こ 1 で あ る ． 卵管壁は上 皮細胞層と多く の 卵管問質細胞 を含む厚 い 層と で 構成さ れ て い る ．
無髄神経線維の軸索 は， 卵管問質細胞 と密接 シ ナ プ ス を形成 し てい る． 卵管の 密接 シ ナ プ ス に は， 多く の
無顆粒性小腹と大顆粒性小胞が含ま れ て い る
． 無顆粒性小胞と大頼粒性小胞の 比 は 2 こ 1 である．
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メ ダカ の 卵巣 は その 壁が 収縮す るた め ， 卵巣全体 が
腹腔内に お い て常 に 律動的に 収賭 して い る り． こ の 律
動収縮運動 は， 卵巣壁 の平滑筋細胞の 収縮 に よる こ と
が知 られ てい る2I． メ ダ カ卵巣で は， 卵管に 近 い 部に 卵
巣腔があり， 卵巣腔 に 画す る 壁 は特 に 厚 く約 30メ111
で ， そ のう ち筋層は約 20ノJm を占め る． 卵巣腔内に 成
熟卵子 が 20個な い し30個蓄積す る と， 卵巣腔壁の 収
縮に よ り， 卵子 は卵管 へ と送り 出され ， 泌 尿生 殖乳頭
の 後方に 位置す る総排泄腱か ら体外 へ 産卵 され る．
メ ダカ卵巣腔壁や卵管の微構造 に 関 して は， 幾 つ か
の 報告が 見られ る2削 が， 詳細な 知見に 乏 しく ． 不明 な
点が多い ． 特に 律動収縮 に あ ず か る平 滑筋細胞の 神経
支配 に 関して は， ほと ん ど触 れ られ て い な い ． 今回 は，
メ ダ カ卵巣壁と卵管の微構造 お よび ， こ こ に 分 布す る
神経終末を電子顕微鏡観察と組織化学的方法 に よ っ て
検索 した の で 報告す る．
材 料お よ び方法
工
． 実験動物
成熟 ヒ メ ダ カ く0り管ズが 如 如slの 雌を実験動物 とし
て 用 い た．
工
． 光顕 検索法
卵管 を含 む尾 鰭周辺組織と卵巣 を 10％ ホ ル マ リ ン
に 固定， パ ラ フ ィ ン包埋 ， ヘ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジン
染色 を施 し た． ま た， 電頭検索用 に 作成 した エ ボ ン包
埋 試料 の 約 1ノJ m 切 片に ， トル イ ジ ン ブ ル ー 染色 を施
し， 組織部位の 同定 に 用 い た
．
m ． 組 織化学的検索法
1 ． カ テ コ ー ル ア ミ ン検出法
力 テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出の た め の ホ ル ム ア ル デ ヒ
A b br eviationsこ Ty pe C， ty Pe Ofc o nta ct syn apse三 Ty pe D， ty pe Of dista nt syn aps e．
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ド ． グル タ ー ル ア ル デ ヒ ド ． シ ョ 糖 固定法 くfo r m aト
dehyde－gluta raldehyde－S u CrO Se fix atio n m ethodl4I
を用 い た ． こ の 方法に よ ると， 組織中の カ テ コ ー ル ア
ミ ン は黄緑色の 螢光を発す る．
2 ． ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性染色法
アセ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ括性検出の ため の ル ベ
アン酸増強法くrube a nic a cid－ e nha n c e m e nt m ethodl51
を用 い た ． こ の 方法 に よ る と ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ
ラ ー ゼ活性陽性部位が 黒 色に 特異的に 検出さ れ る．
IV． 電顕 検索法
卵巣壁 お よ び 卵管の 電顕検索 に は， 組織 の 小片を
2．5％ グル タ ー ル ア ル デ ヒ ド ．0．1M 燐酸緩衝液くpH 7．
41 に ， 4
0
Cで 60分か ら 2 日間前固定， 締 切後 0．1 M
燐酸緩衝液中で水洗， 1％四酸化オ ス ミ ウム ．0．1 M 燐
酸綬衝液 で 90分後固定， つ い で エ タ ノ ー ル 系列 で 脱
水， エ ボ ン 飢2に 包埋 し薄切片 を作成 した ． 薄切片に
は酢酸ウ ラ ニ ル と ク エ ン酸鉛の 二 重染色を施 し， H U－
12型 あ る い は 臥500型電頗に よ っ て観察 した． そ の ほ
か 卵巣壁の 筋層の 神経終末 の 検索の た め に ， Tra nz er
ら6Iの 重 ク ロ ム 酸固定法 を用 い た． こ の 方法 に よ る と，
神経組織中の カ テ コ ー ル ア ミ ン 含有物が極 め て 電子 密
度大な物質と し て 検出され る ．
成 徳
工 ． 卵巣壁と卵管の 光顕 所 見
メ ダ カ 卵巣の 最外表 に は 一 層の 中皮細胞が あ り， そ
の直下に は卵巣壁が存在 し， 種 々 の 発 達段階の 卵胞 を
含む卵巣実質を取り囲ん で い る
． 卵巣壁 は卵巣の 後端
Photo l． OvaryくO V AJ a nd o vidu ctくO V IJ ofthe
m edaka． Ova ria n w allくO Wlis obs er v edfa cing
the o v a ria n lu men くO Ll． He m ato xylin－ eO Sin
Stain lng ニ X 150．
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の 卵巣脛の 部 で は著しく 厚く な り， 卵管壁に 移行 し て
い るく写真1う． 卵巣腔 に 画す る卵巣壁 で は， 卵巣腔の
内腱 か ら 外方に 向か っ て ， 単廟柱状上皮， 内縦 ． 外輪
平滑筋層く卵巣壁間質細胞，inter stitialc ellofo v a ria n
W aユ1を含むJ， メ ラ ニ ン細胞層が層状に 並 んで い るく写
真2ユ． 卵管 は単層柱状上皮と ， 紡錘形な い し星形で細
い 突起を も っ た細胞 く卵管問質細月払 inter stitial c ell
Of o vidu ctJ の厚し1層と か ら成 っ てい る ． 卵巣壁が 中
腎管や腸管に 画 する 部位 に は， 壁の 外面に 薄い 縦走す
る 平滑筋層が あ り， 卵管壁の 外面に 移行して い る く写
真 り ． 卵巣壁が 卵巣実質に 面す る部位で は， し ば しば
メ ラ ニ ン細胞層 を欠き ， 平滑筋層が卵巣実質の卵胞膜
の 組織， 無髄神経線維丸 血管と密接し てい る
．




卵巣腔 の内面 を覆う単層柱状上皮細胞は， 染色質に
富む大き な核 を有 し， その細胞遊離面に は無数の ミク
ロ ビ リ ー が存在す る． 上皮細胞の遊離面 は卵巣腔側に
深く 突出し， 突出部 に 大小種々 の 空腹が存在 し， 内部
に無定形物質を含 んで い る
． しば しば， 空胞 は細胞表
面 に 開口 して い る ． 隣接す る上 皮細胞間に は， 細胞間
接着装置 くju n ctio n alco mple xl や駿合がよ く発達 し
て い る
． 細胞質 に はミ ト コ ン ドリ ア， 粗面小胞体， お
よ び遊離リ ボ リ ー ム が 存在 する
． 細胞内の 至 る と こ ろ
に 多量 の 張原 線推束が走 り， ミ ク ロ ビリ ー の 中に ま で
伸び てい る く写真3つ．
2う 平滑筋細胞
筋層の 平滑筋細胞 は長紡錘形 を呈 し， 互 い に 密 に 噛
Photo 2
． Tr a n s v e rse s e ctio n ofthe o v a ria n wall．
T he w allc onsists of a n epithelial c e11 1ayerくEI，
in n erlo ngitudin altI MJ a nd o utercirc ula rくO Mj
m u s cle laye r s， and m ela n o cyte layer くM Lナ．
Toluidin eblu e stainlng ニ X 600．
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み あ っ てい る ． 細胞の 尖端部 は， 長い 突起 を出し て隣
の 細胞と 密接 して い る． 細胞 間に は幅約 0．3〆 m の 組
織膿が介在 し， 基底膜と膠原細線推 が 存在す る
．
ま た
細胞側面 の 至 る所 で 突起 を出 して， 隣の 筋細胞に 密接
して い る
．
この 部で は， 両細胞膜間に 約 10Aの 細 隙を
見 る に す ぎず， 基底膜 が欠除 して い る ． さ ら に細胞側
面か ら出る突起 は， 隣の 細胞 の 表層胞が密集 して い る
部 く表層胞領土射 と接 して い る こと が あ る． 表層胞領
域で は細胞膜直下 に 径 800へ 1000 Aの 表層胞が多数存
在 し， そ の 一 部は細胞間腔側 に 開口 し て しユる
． 後に も
触 れ るが ， しば し ば表層胞領域に 神経終末が密接して
い る く写真41． 細胞質に は多量 の 筋細線維 が 含まれ，
所 々 で 濃密体 を形 成 して い る ． 核の 近 傍の 筋形 質に は，
ゴ ル ジ装鼠 粗面小胞体， 中心 小体， グリ コ ゲ ン顆粒
が 存在す る一 紙胞表面 の 表層胞が欠落 して い る 領域僻
調領吼 で は， 細胞膜直下 の 筋形質内に 電子 密度大な
無構造の 物質が集積 し， こ れ に 筋細線推の 集団が 接着
して い る ． 細胞表面 に は， 表層胞領域 と暗調領域とが




交互 に 配列 し， ま た隣接す る筋細胞 の 同種の 領域同士
がそれ ぞれ 相対し て い る く写真4う
．
3ユ 無髄 神経 線維の 終末
平滑筋細胞 の 集団 を分 け て い る問質に は， 多数の 無
髄神経線維が束 をな して走 っ て い る
．
そ の 軸索中に は
ミ トコ ン ドリ ア， 神経細管， 神経細線維 な どが走 り，
所に よ っ て は多数の シ ナ プ ス小胞が含 まれ て い る
．
シ
ナ プス 小胞 を含む軸索の 部は し ば しば肥大 し， 軸索腫
大部を形成 して い る． 軸索腰 大部は その － 側 に お い て
Schw a n n細胞の 被鞘 を失 い ， 膠 原細線維 を含 む組織腔
に露出し て い る． 露出部に は基底膜 は見当ら ない二 軸
索腰大部 と平滑筋細胞と の 間 に は， 通 常約 0．1 旬 1．0
声m の 組織腔が介在し て い る ． 神経終末 と被支配細胞
との 距離的相関か ら み て ， こ こ に 述べ た多数の シ ナプ
ス 小胞 を含 む軸索腰大部は ， 消化管の 平 滑筋に お い て
観察さ れ た7刑 ， い わ ゆ る 遠距離 シ ナ プ ス くdista nt
SynapSe， Ty pe．DJ に 相当する く写真 5， 図1 al
． 神
経束は平滑筋層の 深 部に 進入 す る と個々 の 無髄神経線
推に 分 か れ ， 平 滑筋細胞 に 接近 し， Schw an n細胞 の 被
鞘を失 っ て 終末 を形成 し， 平滑筋細胞 の 陥凹 部に はま
り込 ん で い る
．
こ の 種 の 軸索終末の 細胞膜 は部分的に
肥厚して い る． シ ナ プ ス 隙 は幅約200旬 400Aで ， 既に
述べ た平滑筋細胞 の 表層胞領域 に シ ナ プス を形成 して
い るく写真 4 ， 6 a － dう． この 種 の 終末は精管の 平滑
筋で見出され た9J， い わ ゆる ， 密接シ ナ プ ス くc o nta ct
Syn apSe， Ty pe－Cj に 相当す る く図 1 bI． こ の 終末部
は， 上記の 遠距離 シ ナ プ ス に比 し， そ の 径 は小さ い ．
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上 記の 二 種の 神経終末くTy pe－ D と Type－Cl に は ，
い ずれ に お い て も 径約500Aの 無顆粒性 シ ナ プ ス 小胞
と径約800へ 1200A の 大顆 粒性 シ ナ プ ス 小胞， 不 整形
の 小 胞， グ リ コ ゲ ン顆 粒， お よ び ミ ト コ ン ドリ アが 含
まれ て い る ． 哺乳類の 自律神経終末 に しば しば見出さ
れ た 径約 50Aで 内部に 電 子 密度 大 な 顆粒 を も つ い
わ ゆ る小 顆粒性 シ ナ プス 小胞や ほ， 重 クロ ム酸固定法を
も っ て して も見出す こ とが で きな か っ たく写真 5I． 写
真撮影 した 373例の 神経終末に つ い て， 上 記の 遠距離
シ ナ プ ス と密接 シ ナ プ ス を算定す る と， 前者は 207個
ほ5■5％1， 後者は 166個く44．5％ンで ， その比 は 11ニ
9 で あ っ た ． 遠距離 シ ナ プ ス くTy pe－ Dl は 一 般 に 多数
の 無顆 粒性小胞 と少数の大顆粒性小胞 を含むく49． 9％ユ
が ， 時と して多数の 無顆粒性小胸の み を含み ， 大顆粒
性小胞 を有し ない も の ほ．6％ぅも 認めら れ る
． 密接 シ
ナ プ ス くType－Cl の 大部分は少数の 無顆粒性小胞 と少
数の 大顆 粒性小胞 を含む く31．1％1 が ， その 一 部の も
の は少数の 無顆粒性小胞 の み く9．4％1ある い は少数の
大顆粒性小胞 の みく4．0％う を含 む． 神経終末に お け る
シ ナ プ ス 小胞 の 分布の 差異は， 遠距離 シ ナ プ ス 汀 ype－
Dl お よ び密接シ ナ プス CTy pe－Cl の断面の 種 々 の相
を示 す も の と考 えられ る
． 次 に， 遠距離シ ナ プ ス ． 密
接 シ ナ プ ス を問わ ず， こ れ ら両種の 神経終末内に 含ま
れ る全シ ナプ ス 小 胞の 数を上 記の 373例で 算定 した ．
その 結果 は， 無顆粒性小胞が 5793胤 大顆粒性小胞 が
100 7個 で あ り， 両者の 比 は大略 6ニ 1 であ っ た ．
4フ平 滑筋層 に 存す る 特殊 な細胞く卵巣壁間質級別
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平滑筋層内に ， 平滑筋細胞 に 挟ま れ て 明 調な特殊な
細胞が頻繁に 見出され る ． この 細胞の 核は 明調 で ， 異
質染色質 に 富む． 細胞内に は ゴ ル ジ装置， しば し ば細
胞膜と連続す る被覆小胞 くc o ated v e sicleI， ミ トコ ン
ドリ ア， 粗面 小胞体， 遊離 リボ ゾ ー ム ， 張原楓私 微
細線推束を含 む大小 様々 の 不定形小胞 く微細線推の 直
径は約 65A で ， 線練間隔は約 130A l， 電子 密度大な物
質 を含む滑面小胞体 な どが存在す る． 細胞外周 は基底
膜 に 覆われ ， その 外側 に か な り広い 組織腔の 存在 す る
部位も あ るが ， 平滑筋細胞表面 の 表層胞領域 に 対 して
は平滑筋細胞と密接 し， こ の よ う な部位で は平滑筋細
胞と基底膜 を共有して い る． しか し平滑筋細胞表面の
暗調領域 に 画 する部で は， 基底膜 が厚 く， 時と して こ
の 細胞内に 存在す る被覆小胞が細胞外面 に 開口 して い
るく写真 り ． ま た こ の 細胞が平滑筋束か ら離れ た問質
内に 存在す る場合 に は， 平滑筋細胞の 細 い 突起が こ の
細胞を取 り囲む よ う に して 位置し て い る ． し ばし ば，
こ の 細 胞に 幅約 200旬 400Aの 間隙 をも っ て ， 無髄神経
線継が終末を形成 して い る ． 終末内部 に は 多数の 無顎
粒性小胞と少数 の 大顆粒性小胞， グ リ コ ゲ ン額粒が含
ま れ て お り ， 前述 の 密接シ ナ プ ス に 属す る く写 異8 1．
著 者ら は， こ の 細胞 を卵巣壁間質細胞くinte r stitialcell
ofo v a rian walu と名付け る． こ の 細胞 は その 微構造
か ら ，明 ら か に 問質結合組織内の 線維細胞 と は異 なる．
注目す べ き こ と に は ． この 細胞 は卵胞膜 に 由来す る卵
胞膜細胞と も密接 して い る こ と で あ る． す な わ ち卵胞
膜細胞 の 長い 突起が ， 卵巣壁間質細胞の 方向に 伸び，
基底膜 を共有 して密接 して い る． しか し両者の 間に は，
接 着湧別こ よる結合は見 られ な い ． ちな み に 卵胞膜細胞
は細胞質内 に 多数の 小胞と張原線維 を有 し， 卵胞膜細
胞同士 は駿合 を なし て 密接 し， また その 多数の 長い突
起 は， よ く 発 達 し た 細胞 間接着装置 くjun ctio n al
X20，000．
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c o mple幻 に よ り連結さ れ ， 卵巣壁間質細胞 を取 り囲ん
で い るく写真9 う． こ の よ う な電顕 所見 は， 卵巣壁間質
細胞， 平滑筋細胞， 無髄神経線維， 卵胞膜細胞の 四省
間に 密接な関連が あ る こ と を示 して い る
．
5う メ ラ ニ ン 細胞 層
筋層の 外側 に膠原細線維 を含む組織腔 を隔てて ， メ
ラ ニ ン細胞の 層が ある ． こ の 細胞の 核の 表面 は凹 凸に
三毒遍露茅SM 攣
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富み ， 異質染色質が核膜 を縁 どるよ う に 存在 する
． 細
胞質に は径2 旬 5ノfm の 大小 種 々 の 小胞が 充満 し， 小
胞内に は径約 400Aの 微細顆粒が集積 し て い る． 低倍
率像で み る と ， この 微細顆粒は微細線推の 集積か ら構
成さ れ て い るく写真 10う． 螢光顕微鏡で検索する と ， 顆
粒状の 橙黄色 の 螢光が見 られ るが ， これ は メ ラ ニ ン細
胞が 含む dopa く3， 4－dihydro xy phenylala nin el の 螢
光1 りで あ り， ア ド レ ナ リ ン 作動性神経 が示 す カ テ コ ー
ル ア ミ ン の 黄緑色の 螢光と は異な る もの で ある．
2 ． 組 織化 学的所見
い カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出所見
カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光検出法 に よ り卵巣壁 を検索 し
たが， メ ラ ニ ン 細胞の 呈 す る橙黄色 の 螢光 を除い て，
Fig■1a－ Diagra m m atic repr e s e ntatio n of the
a x o n al e xpa n sio ns in the fin e n e rv ebundle
lo c ated il－ the tissue spa c eくT SI a m o ng the
S m O Oth m u scle bu ndle sくS Mlofthe o v a ria n w all
in alo ngitudin al se ctio n． T hey c o ntain m arly
agr a n ular syn aptic v e sicle s a nd large gra n ular
Syn aptic v e sicle s，1a ck a Schw a n n c ellsheathくSI
O nthe sidefa cingthetiss u e spa c e， a nd r epre s e nt
dista nt syn aps e sくTy pe－ Dl． A， u n myelin ated
Fig．1b． Diagra m m atic r epr e se ntatio n of． the
a x o n al e xpa nsions in the s m o oth m u s cle c e11s
くS Mlin a se ctio n． T hey c o ntain m a ny agr a n ula r
Syn aPtic v esicles a nd la rge gra n ula r syn aptic
Ve Sicle s， a nd r epr e se nt c o nta ct synapse sくTy pe－
Clin the gr o o v e s of the s m o oth m us cle cells，
T he pr o c e ss es of the inter stitial c ell of the
O V a rian W allロWla re also at ta chedto the n e r v e
expa n sio n s－ A ， u n myelin ated nerv e a x o nニ S，
Schw a n n c ellshe athニ T S， tiss u e spa ce．
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黄緑色の カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光 は全 く 見 ら れ な か っ
た ． こ の こ とは ， 電頗検索 に お い て 見出さ れ た大顆粒
性 シ ナ プス 小 胞が カテ コ ー ル ア ミ ン を含ま な い こ と を
示 してい る．
2ユ ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活 性検出所 見
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性検出法に よ っ て 卵
巣壁 を検索した が， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ酒性
陽性の神荏束が ， 筋層内に 縦横 に 走 っ て い るの が 見出
され た． さ ら に 個々 の 線推 は神経束 か ら は なれ て分岐
し， 平滑筋細胞の 間に 進入 して い る． 活性陽性の 神経
線推は， 所々腫大部 を形 成 して い るく写真 11． 電顕検
索と対比す ると ， 活性 陽性の神経束 は筋層間を走る数
本の 無髄神経線維の 束に 相当 し， そ の 中 で所々 痛状腫
大が認 めら れる の は， 前述 の 遠距離 シ ナ プ ス くTypeT
Dうに 相当 し， ま た個々 の 平滑筋細胞間 を縫う よう に 走
り， 平滑筋細胞に 密接 して い る 活性陽性線維 は， 前述
の 密接 シ ナ プス くType－Cl に 相当す る．
III
． 卵管壁の 電顕所 見
1 ． 卵管上 皮
単層柱状上皮で ， 細胞遊離面の 近 くが 細く な り， 細
胞間接着装置くju n ctio nalc o mplexlが 密集 して い る．
ミク ロ ビリ ー は 短く棍棒状で ， そ の 内部 に長軸 に 平行
して 張原線維が走 っ て い る ． 上 皮細胞相互間は成合で
噛 み 合 っ て い る ． 核は明 調な 長橋円形 で ， 核小体が著
明 で ある ． 細胞質内に は遊離 リボ ゾ ー ム が 点在 し， 張
原線推が束に な っ て 走り， 粗面小胞体， 小 胞， 内層粒
をも つ ミ ト コ ン ド リア ， リ ゾ ゾ ー ム が存在す る． 細胞
基底部 に は細胞膜の 陥入 が認め ら れ， そ こ に は厚 い 基
底膜が はい り込 ん で い る ． 基 底部の 細胞膜 の 細胞質側
に 半接着斑 仇e mide s mo som elや被覆小胞が認 めら れ
るく写真 12う． 上 皮細胞は， 管腔 に面 した 細胞遊離面に
一 対 の 中心小体 の い ずれ か 一 つ に発 す る 一 本の 繊毛 を
有 して い るく写真 13J． 上皮直下 に は ， 多数の 無髄神経
線椎 か ら成る神経線維束が ある ．
2 ． 上 皮下 結合組織層
卵管問質細胞 くinterstitial c ell of ovi du ctl，
Schw a n n細胞， 無髄神経線継が網目を な して存在 し，
間隙に 膠原和線推が密に 存在す る ． これ らが 全体と し
て 厚さ約 100声 m の 結合組織層を形成 し て い る． 卵管
問質細胞 は長紡錘形 で ， 長橋円形の 入 り込 み の ある核
を有 し， 細胞内に は多量 の 遊離 リボ ゾ ー ム ， 中心 小体
の 付随 す る ゴ ル ジ装置， ミ ト コ ン ドリ ア， 細胞膜と密
着す る細線維束 な どが存在 す る． な お 随所に 不定形物
質を含 む コ ラ ー ゲ ン ポケ ッ ト くc ollagenpo cketl が見
出さ れ， 細胞外側 の細胞間隙 に 微細線椎の 集積が認め
られ るく写真12I． 卵管問質細胞 に接 し て ， 多数 の 無髄
Photo 8． Inte rstitial c ellofthe o v a ria n w allく工Wl． T he pr o c e ss ofthe s m o oth m u s cle c ellくa rr o wl
ad he re sto theinter stitialc ell． A c o nta ctsyn aps eくCい o c ated betw e e nthe s m o oth m u s cle c ella ndthe
pro c e sse s oftheinter stitialc e11，is obs e rv ed． x 13．500．
卵巣壁 と卵管びJ神経支 配
神経線椎軸索が終末を形 成 して い る ． す な わ ち無髄神
経軸索は Schw a n n鞘 を失 い ， 先端部 で や や肥 大 し て
腫大部を形成 し， 卵管問質細胞の 陥凹部 に 密接 シ ナ プ
Photo 9
． T he c a c e11tTCナ a nd inter stitial c ellof
the o v a ria n w allくI WII The pro c es se sof the
thec a c ellくa rr o w sJ a re in c o nta ct with the
inte rstitial c ellof the o v a ria n wall． T he pr o－
C e SSe S ofthe s m o oth m lS Cle c el くS M la r e als。
in c o nta ct withtheinte rstitialc el ． x1 3，400，
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ス を形成し て い る ． 軸索終末の 内部に は径約500Aの
無顆粒性小胞 と径約800へ 1200Aの 大顆粒性小胞 が存
在する ． し1わ ゆる小 顆粒性 シ ナ プ スノJl胞は 認 め られ な
か っ た く写真 14 a －d， 図2J
．
岬 一 般に こ の 種の軸索
終末内に お い て は， 卵巣壁の 密接 シ ナ プス の それ に 比
し て， 大顆粒性 小胞が多い ． こ の 種の 密接シ ナ プス 130
例の 断面 に つ い て ， 軸索終末内部に 含ま れ る シ ナ プ ス
小 胞の 数比 を算定 した
．
す な わ ち 130例に お い て， 無
額 粒性小胞 が 917個， 大顆粒性ノJl胞が 550個で あ り，
Photo ll． Ac etylcholine ster a se a ctivity in the
O V aria n wall－ Activity po sitiv e n e rv e a xo n s a re
Obs el． V ed a s m a ny bla ck line s． Nu m er o us v a ri．
C O Sities a re obs er v ed alo ng the c o u rse s of the
axo n s． Rube a nic a cid－ enha n c e me nt m ethod．
X1 5fl．
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両者の比 は大略2 二 1 で あ っ た ．
考 察
工 ． 卵巣壁 の微細構造
硬骨魚類の 卵巣壁上皮の 役割 に 関 し て は 諸説が あ
る1 2
一 川 が ， メ ダカの それ に 閲 し， Taka n o31 と Ya ma．
m otoほ1は， 上皮細胞 に アポ ク リ ン 分泌 の 像を認 め， 上
皮細胞が液体分泌の 役割 をも つ と報 じて い る． しか し
Photo 12， T he w al of the o vidu ct． Ju n ctio nal
C O mple x esくwhite a rr o wJ a r e obs e rv ed in the
up pe rpa rt ofthe epithelial c elsく臥 Un myeli，
n ated nerv e a x o n sfo r mthe c o nta ct syn aps eくCl
in clos e c o nta ct with the inter stitialc ellofthe
O Vidu ctくI OI． X5，800．
今 回の 著者ら の電顕検索に お い て は， 産 卵休止 期お よ
び産 卵期の い ずれの 時期に お い て も明 確な ア ポク リ ン
分泌 像 を見出し得な か っ た ． むし ろ上 皮細胞内に 大小
種 々 の 小胞が存 し， こ れが 産 卵周期 に よ っ て変化し，
こ の 小 胞が遊離面 に 開口 して い る像 に 接 した． こ の 知
見 は， アポ ク リ ン 分泌と い う よ り は， む しろ漏出分泌
の 存在 を示 す も の と 推測 され る ． Taka n o3Iの い う ア ポ
ク リ ン 分泌像 は， 固定不良 に よ る人 工 像と 考え られる
．
緒言 でも触れ たよ う に ， 卵巣壁 の 平滑筋の 収縮が卵
巣運動 を引き起 こ して い るり釘と 言われ て お り， 平滑筋
細胞 の 微構造 も報告さ れ て い る21． しか し現在 ま で卵
巣壁の 平滑筋細胞の 神経支配 に つ い ては 何ら論述がな
され て い な い ． 今回 の 検索 に よ っ て， 卵巣壁 の 平滑筋
細胞が無髄神経線推に よ る高密度の 神経支配 を受 けて
い る こ とが 明ら かと な っ た ． す なわ ち， 平滑筋束間に
無髄神経線維軸索の腰 大部の 形を とる 遠距離 シ ナ プス
くdista nt syn aps e， Ty pe－Dl
7刷 が あ り， ま た平滑筋細
胞の 陥凹 部に 密接す る無髄神経線維の 末端 と考 えられ
る密接 シ ナ プ ス くc o nta ct syn apse， Ty pe－Cl9Iが存在
す る
． 前者は径が 大き く， 後者は径が 小 さ い ． 両者と
も に 無顆粒性 シ ナプ ス 小 胞と 大顆粒性 シ ナ プ ス 小胞を
含 ん で い る ． し か も組織化学的検索の 結果 は， こ れら
の 軸索終末が ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性陽性で
あ る こ と を示 し てい る． 一 般に 無顆粒性 シ ナ プス 小胞
が アセ チル コ リ ン を含む と考 えられ てい る1 0Iの で ， こ
れ らの 終末が云 リ ン作動性神経 の 終末と断定 して よ い
で あ ろう ． 今回 の 検索で見出さ れた 大顆粒性 シ ナ プス
小胞の 性格に 関 して は， 一 般に セ ロ ト ニ ン ， ヒ ス タ ミ
ン
， あ る い はポ リ ペ プチ ドを含む と され て い る1 01． 硬骨
魚類の 化学伝達物質に 関 して は， 胃 ． 腸 に お い て アミ
ン 作動性神経 くalnin e rgic n e u ronJ とコ リ ン 作動 性神
経 くcholin e rgic n e u ro nl の 二 種の 軸索 が認め られ，
前者 は セ ロ ト ニ ン や ヒ ス タ ミ ン を含み， 後者 はア セ チ
the o viduct． x 33，60 0．
卵巣壁と卵管の 神経支配
Photo 14aA14d■ Ax o nale xpa n sio n sfo r ming c o nta ct syn aps eくClin theinter stitial c ellofthe o vidu ct
りOJ． Agr a n ula r v e sicles a nd la rge gr a n ula r vesicles a re obse rv ed in the a x o n ale xpa n sio ns． x20，000．
Fig ．2． Diagra m m atic r epre s entatio n ofthe a x o n al
e Xpa n sio n sin theinter stitial cellofthe o vidu ct
くI Oi in a s e ctio n． T hey c 亡mtain m a ny agra n ula r
Syn aptic v esicles a nd la rge gr a n ula r syn aptic
Ve Sicles， a nd r epr e s ent co nta ct syn apse sくTy pe－
CJ inthe gl
－
0 0 V e S Of the interstitial c ell。f the
O Vidu ct． A
， u n myelin ated nerv e a x o nニ S ，
Schw a n n c ell she a恥 T S， tis su e spac e．
ル コ リ ン を 含んで い る1 6，1 7Iと報ぜ られ て い る ． Na rnbu
ら18怯 メ ダ カ腹腔内 に ア セ チ ル コ リ ン， セ ロ ト ニ ン ，
ヒ ス タ ミ ン を個別 に 注 入 し たと こ ろ， 卵巣壁に 著明 な
収縮が起 こ り， 5 分以 内に 放卵す る こ と を報 じて い る
．
彼ら に よ る と， この う ち ア セ チ ル コ リ ン投与が最も 有
効で あ っ たと し て い る
．
こ の 報告 は， 平 滑筋細胞に 分
布す る無髄神経軸索と その 終末に ， ア セ チ ル コ リ ン エ
ス テ ラ ー ゼ活 性が 陽性 で あり ， か つ 電顧検索に お い て ，
軸索終末に 無顆粒性 シ ナ プ ス小 胞お よ び大顆 粒性シ ナ
プ ス小 胆が存在す る と い う著者ら の 知見とよ ト 一致 す
る． 今回 の 検索で は， カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光 ほ検出さ
れ ず， か つ Tr a n z e rら別 の ク ロ ム 反 応 に お い て も ， 小顆
粒性小脇 は電顕 像 に 認 め られ な か っ た ． 従 っ て ， メ ダ
カ 卵巣壁 の 平滑筋 に は， ノル ア ドレ ナ リ ン 作動性神経
は存在 しな い と考 えら れ る
．
と こ ろ で ， 平 滑筋細胞の 表層胞は， 骨格筋線推の 1
1
系 巾 a一 SV e r Se sySte ml に 相当する1 9Iと も， カ ル シ
ウ ム 排出作用 をも つ 20 ，とも 推測 され て お り， い ずれ も
平滑筋細胞の 興 奮伝導 に 重要 な 役割 を演ずる構造と考
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えら れ て い る ． メ ダ カ卵巣壁 の 平滑筋細胞の表層胞領
域 に ， し ば しば 無髄神経線推の 末端 が密接 シ ナ プ ス
くTy pe－Clを形成し てい る こ とが 明ら か とな っ たが ，
こ の こと は シ ナプ ス か ら放 出され る神経伝達物質が ，
ま さ に 平滑筋細胞の 表層胞 に 作用 して い る こ と を示 し
て い る．
平滑筋層中に存在す る卵巣壁間質細胞は， 基底膜 を
有 して平滑筋細胞 と密接 し て い る． この細胞の 存在 に
つ い て は， 現在ま で他に 全 く報告を見 ない ． こ の細胞
と線推細胞 との 異同に つ い て検討 したが ， 卵巣壁間質
細胞 は， 細胞質が明調で， 粗面小胞体が少な く， 被覆
小胞 を多数有 し， ま た細胞外面 に 基底膜 を有し てい る．
こ の こ と は， 線稚拙胞と著 し く異な る点で ある． しか
も卵巣壁間質細胞に は， 無髄軸索が密接 シ ナ プ ス を形
成 して終わ っ てい る ． ま た卵胞膜細胞 の 突起 と も密接
して い る
． 従 っ て， 卵巣壁間質細胞は単な る線維細胞
で は なく， お そら く哺乳類 の 卵胞膜に お ける平滑筋様
細胞 くsm o oth m u scle－1ike c ell2 ユ1と呼 ばれ た細胞と
同様 に ， 卵胞 の成熟 に対応 し て平滑筋様の 作用 を示 す
も の で あろ う．
H ． 卵管壁 の 微細構造
今 回の 検索によ る と，卵管上 皮 は産卵周期に 伴 っ て ，
その 内部微構造に 何 ら変化 を示 さな か っ た ． た だ産卵
直後の 卵管 に おい て は， 上皮細胞側面の 横合が伸長 し
て卵管内腱 が拡張 し， 上皮の ミ ク ロ ビリ ー 間に 変性 に
陥っ た卵 胞上皮細胞 と微細 小 菅 の解離 した 付着毛
くatta chingfila m entl2 2Iが 残存 して い た ． また ， メ ダ
カ卵管上皮細胞が繊毛 をも つ こ と は他 に 報告を見 ない
が ， 今回 の検索に よ っ て初 め て， 一 対の 中心小体の う
ちの 一 個か ら繊毛が 一 本延長 し てい る所見 に 接 した ．
こ の 繊毛 は， 分 泌細胞 に し ば し ば 見 ら れ る 01igo－
cilia2 31の構造 に相当す る．
Robin s o nら2 41は， 光顕検索 に より ， メ ダカ卵巣壁の
厚い 筋層と卵管の筋層は連続 して い る と報 じて い る．
しか し今回 の検索で は， メ ダカ卵管上皮下 に は厚 い 結
合組織層が存在 し， そ こ に は平 滑筋細胞 は存在 せず，
代わ っ て， 卵 管問質細胞が存在 す る こ と が 明 ら か に
な っ た ． 卵管問質細胞と線維細胞と の 異同 に つ い て 検
討 したが， 卵管問質細胞 は細胞質が明調 で ， 細胞 内小
器官が少な く， 遊離 リポ ソ ー ム が 豊富 で， しば し ば細
胞膜 に 接着す る細線維束を含 み， 細胞外面 に 基底膜が
存在 す る． この よ う な微構造 は， い わ ゆ る線維細胞と
は異なる 点で ある． しか も， 卵管問質細胞 に は ， 無髄
軸索に由来す る密接 シ ナ プ ス が 存在す る． 従 っ て， 卵
管問質細胞 は， 単な る線維細胞 と は著 しく 作用 の 異
なっ た細胞 と考 えられ る ． 晴乳類の卵管 は厚い 平滑筋
細胞 の 層 を有 して い るが ， メ ダカ卵管で は平滑筋細胞
が存在 しな い ． マ ウス 細 や ラ ッ ト 抑 の 発生 途上 の 動脈
に お い て ， 将来 の 平滑筋細胞 は， 発生期に お い て 線維
芽細胞 の 形態を と り， 中膜 に 膠原細線推 を沈着さ せる
こ とが 知ら れ て い る ． 最近， 噂乳類 の卵巣や子 宮の 問
質細胞が ホ ル モ ン の 影響 を受 けて増殖 し， 種々 の 生理
作用 を営む こ と が知ら れ注目さ れ て い る ． 例 え ば， 卵
巣の 卵胞膜問質細胞 圧he c a－inte rstitial c ell は， 唾
液腺か ら分泌 され る ホ ル モ ン の 作用 に よ っ て ， ア ン ド
ロ ゲ ン を分泌す る細胞 に 変わ り ， エ ス トロ ゲ ン の 生合
成 と卵胞閉鎖 を引き起 こす と 言われ て い る2 7や 回の検
索 に よ っ て見出 され た前述の 卵巣壁間質細胞と卵管問
質細胞 も ， ホ ル モ ン の 作用 に よ っ て様々 な機能 をな し，
成熟卵子 の 排卵 と産卵 に 関与す る こ と が充分 に 考えら
れ る ．
結 論
メ ダ カ卵巣壁と卵管 の微構造 を， 電顕 な らび に 組織
化学的方法 を用 い て 検索 し， 次 の 結果を得 た．
1 ． 卵巣壁の 平滑筋層 に は， 明調な卵巣壁間質細胞
が存在 し， その細胞質 は微細線推束 を含 む大小種々 の
不定形小胞， 被 覆小胞， 張原線純な どを含 む． 卵巣壁
間質細胞 は しば しば平滑筋細胞， 無髄神経線維， およ
び 卵胞膿細胞の突起 と密接 して い る ．
2 ． 卵巣壁の 筋層に は無数の 無髄神経線維束が分布
して お り， その 無髄軸索は所々 で 腰 大部 を形成 して問
質に 露出し， その 部で Schw a n n細胞 の 被鞘 を欠き ， 遠
距 離シ ナ プ ス Cdista ntsyn aps e， Ty pe－ Dl を形成 して
い る
． 腰大部の 内部 に 径約 500A の 多数の 無顆粒性小
胞 と径約 800旬 1200Aの 少数の 大顆粒性小胞 を含む．
上 記の 軸索 およ び遠距離 シ ナ プ ス は， ア セ チ ル コ リ ン
エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性 であ る．
3 ． 筋束 内の 個々 の 平滑筋細胞の 表層胞領域に 対し
て ， 幅約20へ 一400Aの 間隙 をも っ て無髄神経軸索の 終
末が存 し， 密接 シ ナ プ ス くco nta ct syn aps e， Ty pe－Cl
を形成 して い る． こ の 神経終末の 内部に は， 無顆粒性
小胞 と大顆粒性小胞 が存在す る． こ の 種 の 軸索およ び
密接 シ ナ プ ス は， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽
性 で ある ．
4 ． 卵巣壁 の 平滑筋層内の 神経終末の う ち， 遠距離
シ ナ プ スくTy pe －Dlは 全体の 55．5％を占め ， 密接シ ナ
プ ス くTy pe－Clは全体 の 45．5％を 占める ． 全シ ナ プ ス
小胞 の う ち， 無顆粒性小胞と顆粒性小脇の 比 は 6こ 1
で あ る．
5 ． 卵管壁は， 卵巣壁 に 続く 単層柱状上皮と， 主と
して卵管問質細胞と膠原細線推束か ら成る 結合組織層
とで 構成さ れ て い る ． 卵管上 皮細胞同士 は 互 い に細胞
間接着装置 くju n ctio n alcom plexl と験合に よ っ て 結
卵巣壁と卵管の 神経支配
合し， 細胞遊離面に 無数の ミ ク ロ ビ リ ー と－一 本の 繊毛
を有し て い る ． 卵管問質細胞は内部 に 無数の 細線維束
を含み ， 無髄神経軸索の 終末が密接 シ ナ プ ス を形成 し
て終わ っ て い る ． こ の 軸 索終末に は径約 500Aの 無顆
粒性シ ナ プ ス 小 胞 と径約800へ 120Aの 大顆 粒性 シ ナ
プス 小胞 が含ま れ てい て， 無顆粒性小胞と 大顆粒性小
腹の 比 は 2 こ 1 で ある ．
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